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研究成果の概要：

サヴォイ・オペラの娯楽性の陰に隠れた影響の一つとして、19 世紀末のイギリス人観客に帝

国主義的発想を身近なものにしたという点が挙げられることを立証すべく、いくつかの作品に

含まれる愛国的要素とそれの受容の様態について研究し、研究発表やシンポジウムの場で公表

した。結果的に、この軽歌劇の持つ影響力の広さと深さが更に明らかになった。特に、サヴォ

イ・オペラは今日の英国の映像や活字メディアにおいて何らかの形で引用・言及されることが

多いことが分かり、現代のイギリス人の中に息づいているイングリッシュネスは、この 19 世

紀的価値観の延長上にあるのではないかという仮説を立てることに繋がった。また、ブリティ

ッシュネスという人工的な概念ではなく、あくまでもアングロ・サクソン的なイングリッシュ

ネスの方に親近感を感じる人々の中に潜む人種的な問題に関する動揺が、この軽歌劇に対する

根強い愛着の背後にあるのではないかという仮説も生まれ、将来の研究テーマとして、ポスト

植民地主義以降の新たな国家観という問題も浮上してきた。これらのテーマに基づき、さらな

る科研費補助金の対象となる基盤研究（Ｃ）の方向性が定まった。
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２００６年度 1,300,000 0 1,300,000

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000
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総 計 3,100,000 540,000 3,640,000
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１．研究開始当初の背景
①19 世紀のイギリス大衆演劇および舞台装
置や劇場形態の変化に関するこれまでの研
究により、ヴィクトリア朝演劇の全体像は掴
めていたが、個々の劇作家の作品を十分研究

するには至っていなかったため、今でも人気
のあるサヴォイ・オペラを対象に定めた。
そのため、脚本だけでなくこの時代の音楽に
関する資料を収集する必要が生じたが、これ
については未だ不十分である。
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②帝国主義に関する基本的な文献は読了し
ていたが、21 世紀に入って「帝国」に関する
重要な著作が現れる一方、従来のナショナリ
ズムとは異なる形態のナショナリズムの萌
芽も感じられる昨今の社会情勢を理解すべ
く、海外の研究者と連絡を取り始めた。また、
ポスト植民地主義、ポスト帝国主義などと表
現される今日の世界状況とサヴォイ・オペラ
をリンクさせるべく、このような言説が生成
される現場（マスコミや言論の場、あるいは
各種映像メディア）においてサヴォイ・オペ
ラへの言及や類似した発想法がないかにつ
いて調査を開始した。そのためには各種映像
資料が不可欠になることを痛感した。

２．研究の目的
①人畜無害な娯楽作品と受け取られがちな
サヴォイ・オペラが持つ影響力が今日まで残
っていることを手がかりに、現代イギリス人
の行動理念や発想法の中に、この軽歌劇に込
められていた帝国主義的先入観や偏見が影
を落としていることを証明しようとした。そ
して、そういった観念が今日もなお有効な思
想的枠組みとして無批判に受容されている
可能性についても考察しようとした。

②また、サヴォイ・オペラの同好会が英米圏
の国々に多数存在していることから、草の根
レベルでの愛好者たちの実態を知る必要が
あると感じ、実際にこの軽歌劇が演じられて
いる現場に足を運ぶことの必要性を感じた。
毎年行われている国際ギルバート＆サリヴ
ァン・フェスティヴァルに参集する愛好者た
ちの人種的特徴や年齢層、教育程度などを調
査することで、彼らにとってはサヴォイ・オ
ペラが民族的文化遺産として受容されてい
ることを確認することを目指した。

３．研究の方法
①既に入手済みのサヴォイ・オペラ関連資料
の通読を行う一方、まだ未着手であった帝国
主義関係の文献を読み進め、この問題に関す
る包括的理解を得ることに努めた。各作品の
注釈を準備する傍ら、代表作の翻訳にも着手
し、研究発表や各種シンポジウムでパネリス
トとしての発表を積極的に行った。この際に
得られた各種の知見は既に発表された論文
などに生かされていると共に、今後よりまと
まった形で著作をまとめる際にも大いに活
用したいと考えている。

②毎年 8月に世界中から集まるアマチュア愛
好家たちによって実施される英国バックス
トンの国際ギルバート＆サリヴァン・フェス
ティヴァルに実際に参加して多数のパフォ
ーマンスを観ると同時に、彼らがこの作品の

どこに共感しているのかについてインタビ
ューを試み、重要な示唆を得た。また、各ア
マチュア劇団のディレクターと話す機会を
持つことで、このような愛好会が発生する機
運について何か共通項がないのかについて
興味が湧いた。古くから存在する同好会もあ
れば、20 世紀の後半になった生まれた同好会
もあり、その設立の動機や背景なども異なっ
ているが、ある種の共通目標が感じられた。

４．研究成果
①サヴォイ・オペラが、それが成立した当時
の帝国主義的発想を温存したまま今日も上
演され続けることで、無意識のうちにそこで
演じられているステレオタイプな発想法や
偏見が拡大再生産され、次の世代に受け継が
れることを可能にしていることを確認でき
たことが最大の研究成果であった。現代の映
画やテレビの演出にサヴォイ・オペラが引用
されている例もいくつか見つかった。この発
見を元にして引き続き 2009 年度より３年間
の予定で「サヴォイ・オペラがイングリッシ
ュネスの形成に及ぼす影響についての研究」
の題目で科学研究費補助金・基盤研究(C)を申
請し、受理されている。

②英米圏の人々のうち、サヴォイ・オペラに
興味を示す人とそうでない人の違いを精査
していく中で、これが彼らのアイデンティテ
ィに関わる問題であること、ならびにブリテ
ィッシュネスという包括的かつ曖昧な部分
のある人工的な民族概念ではなく、あくまで
もアングロ・サクソン的なイングリッシュネ
スにこだわる人々の中にある、ある種の人種
的動揺までも推察することが出来、問題はに
わかにポスト植民地主義以降の国家観とい
う政治的なテーマを含むことになった。

③上記②のテーマについては、既にベネディ
クト・アンダーソン著『想像の共同体』を初
めとする基本的な著作が揃っているが、その
議論はどちらかというと大局観的な部分に
止まっており、たとえば国民レベルの国家観
を醸成するものとしての民衆娯楽の機能に
ついては、井野瀬久美恵著『大英帝国はミュ
ージック・ホールから』を超える研究はまだ
見られない。井野瀬の文献にしても、個別の
作品に焦点を当てた部分は多くなく、むしろ
ミュージック・ホールを取り巻く社会状況に
ついての記述が中心となっており、劇作品そ
のものが人々に与えた影響について考察す
る場合には不十分な点があると考えられる。
サヴォイ・オペラ研究はこれらの先行研究に
おいて、まだ十分に議論が尽くされていない
ところを埋める可能性があることを確信す
るに至った。



④論文３本、研究発表（シンポジウム３回を
含む）４回など、サヴォイ・オペラや大衆演
劇に関わる内容の発表を精力的に行い、有益
なフィードバックを得ると共に、今後の研究
方針についても重要な示唆を受けることが
できた。また、その際に類似の領域に関心を
持つ研究者が少なからず存在することが確
認でき、今後はより幅広い視点から研究を進
めていくためのサポートを相互的に行って
いくことを期している。

⑤2009 年９月に刊行される予定の井野瀬久
美恵編『新・イギリス文化史入門』（昭和堂）
に、サヴォイ・オペラに関する章の執筆を行
った。これは、2007 年 11 月に日本ヴィクト
リア朝文化研究学会第７回大会で行った研
究発表と、2008 年 11 月東北英文学会第６３
回大会で行われたシンポジウムでの発表内
容を取り入れたものである。2008 年に出版
された新井潤美『へそ曲がりの大英帝国』の
1 章がサヴォイ・オペラに当てられているが、
本書はそれに次いでこの軽歌劇を広く紹介
するものとなる。

⑥勤務校からの補助金を得て、ブックレット
形式の報告書『サヴォイ・オペラへの招待』
（約 50,000 字、ブックレットの形式に直し
て 67 ページ分）を提出し、2010 年 5 月に公
刊する予定である。これは大学内の出版助成
である以上、原稿提出後に編集委員会によっ
て査読されることが予定されており、その答
申内容を受けて加筆訂正が許されることに
なっている。ブックレットとしての性格上、
一般読者にも理解しやすい文体と内容にな
ることが求められるため、万全を期したい。
これが刊行されれば、庄野順三『サヴォイ・
オペラ』（絶版）以来の、この軽歌劇を正面
から扱った著作となる。ちなみに、庄野の文
献は福原麟太郞の一連の著作にヒントを得
て書かれたエッセイであり、サヴォイ・オペ
ラの全体像を伝えるものではない。

⑦現在全訳を試みているサヴォイ・オペラ全
集は、最終的には『サヴォイ・オペラ大全』
というタイトルで出版することを希望して
いる。これは本邦初のサヴォイ・オペラの日
本語版全集であり、英文学研究者や演劇研究
者のみならず音楽や歴史学などの分野にも
影響を与えることが期待される。現在のとこ
ろ、全 14 編中、全訳が終わっているのが５
編、注釈を付け終えているのが２編である。
今後３年間の科研費補助金に基づく研究計
画の中で翻訳終了を目指しているが、完成度
をないがしろにするわけにはいかないので、
あくまでも良心的に作業を進めたい。

⑧上記の⑤と並行して、より包括的な視点か

ら 19 世紀の演劇状況とサヴォイ・オペラの
誕生とを絡めて論じることを目的とした『サ
ヴォイ・オペラとその時代』についても準備
を進める予定である。これがサヴォイ・オペ
ラに関する本邦初の本格的研究書となるこ
とを期しているため、⑥のブックレットで論
じ切れなかった部分や、より政治的な議論も
含め、今日におけるこの軽歌劇の位置づけを
丁寧に論じるものにしたいと念じている。
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